
渋谷で今年も「死」を思う

「
死
」
に
つ
い
て
皆
で
明
る
く
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
「
Ｄ
ｅ

ａ
ｔ
ｈ
フ
ェ
ス
」
が
今
年
も

日
か
ら
６
日
間
、
東
京
・
渋

谷
の
「
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
」
で
開
催
さ
れ
る
。
３
回
目
の
今
年

は
ま
す
ま
す
内
容
が
充
実
し
て
き
た
印
象
が
あ
る
。

「
死
を
も
っ
と
ポ
ッ
プ
に
、
終
活
を
再
定
義
す
る
」
が
正

式
な
テ
ー
マ
。
共
同
代
表
の
女
性
２
人
が
「
（
遺
体
を
微
生

物
で
分
解
す
る
葬
法
の
）
堆
肥
葬
っ
て
い
い
よ
ね
」
「
ア
メ

リ
カ
の
一
部
の
州
で
合
法
化
さ
れ
て
る
し
」
な
ど
と
盛
り
上

が
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。毎
年
４
月

日
を「
よ
い
死
の
日
」

と
定
め
、
２
０
２
４
年
か
ら
開
始
。
昨
年
は
４
０
０
０
人
超

の
来
場
者
が
あ
り
、
国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
が
「
い
ま
の
日
本

人
の
死
生
観
を
知
る
機
会
」
な
ど
と
伝
え
た
。

３
回
目
の
今
回
は
新
企
画
が
目
白
押
し
。
名
も
な
き
人
た

ち
が
詩
で
も
ダ
ン
ス
で
も
何
で
も
あ
り
で
「
死
」
を
表
現
し

合
う
「
Ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
｜
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
初
開
催
。
伝
統
仏
教
を
呼
び

込
ん
で
設
定
し
た
「
仏
教
デ
ー
」
（

日
）
で
は
、
若
い
僧
侶
た
ち
が
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
も
挑
む
。
過
去
２
回
の
貴
重
な
講
演
録
を
中
心
に

情
報
発
信
す
る
新
雑
誌
「
４
１
４
！
」
の
創
刊
も
発
表
さ
れ
た
。

講
演
（
一
部
を
除
き
無
料
）
は
充
実
し
て
い
る
。
「
知
の
巨
人
の
公
開

討
論
会
」
（

日
）
と
銘
打
っ
て
東
京
大
名
誉
教
授
の
２
人
、
「
心
の
哲

学
」
の
信
原
幸
弘
氏
と
「
死
生
観
」
の
島
薗
進
氏
が
脳
、
意
識
、
宗
教
な

ど
の
領
域
を
超
え
て
対
談
。
末
期
が
ん
患
者
の
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
日
々
を

追
っ
た
映
画
「
ハ
ッ
ピ
ー
☆
エ
ン
ド
」
の
上
映
会
と
主
治
医
の
萬
田
緑
平

氏
の
ト
ー
ク（

日
）も
。
そ
の
ほ
か
「
Ａ
Ｉ
と
死
」
「
介
護
と
死
」
「
ま

ち
づ
く
り
と
死
」
な
ど
各
分
野
の
実
践
者
と
研
究
者
が
語
り
合
う
。

さ
ら
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
は
▽
自
分
の
最
期

の
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）
体
験
▽
毎
回
人
気
の
「
入
棺
体
験
」
に
加
え
、
２

人
で
入
る
「
夫
婦
棺
」
▽
性
別
も
世
代
も
超
え
て
生
と
死
を
本
音
で
語
り

合
う
ス
ナ
ッ
ク
｜
｜
な
ど
も
あ
る
。

先
端
技
術
の
体
験
が
で
き
る
し
、み
と
り
現
場
の
思
い
も
共
有
で
き
る
。

ア
ー
ト
も
あ
れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
も
あ
る
。
学
際
的
な
研
究
成
果
が
聞
け
る

一
方
、
感
性
に
訴
え
る
イ
ベ
ン
ト
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
参
加
希
望
者
は

本
イ
ベ
ン
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

）
か
ら

申
し
込
み
を
。
当
日
申
し
込
み
も
で
き
る
。

（
客
員
編
集
委
員
）


